
しながわ・目黒こどもスクール

文章問題３／そう合問題８ ステップ　1/2国語 解答

﹇
か
い
せ
つ
﹈

（
１
）
か
か
る
時
間
を
聞
か
れ
て
い
る
の
で
、
具ぐ

体
的て

き

な
時
間
が
書
い

て
あ
る
部ぶ

分
を
さ
が
す
。

（
２
）
本
文
に
、「
太
陽よ

う

が
、
ど
う
な
っ
た
と
き
が『
日
の
出
』な
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
、
太
陽
の
い
ち
ば
ん
上
が
、
地
平へ

い

線
か
ら
見
え
た
し
ゅ
ん
間
で
す
。」と
あ
る
。

（
３
）
本
文
に
、「
一
年
の
中
で
、『
日
の
出
』が
い
ち
ば
ん
注ち

ゅ
う

目
さ
れ

る
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
は
つ
日
の
出
で
す
。」と
あ
る
。

（
４
）
―
③
線
部
の
前
の
文
に
、「
昔む

か
し

の
人
々
に
と
っ
て
、
米
作
り
は
、

何
よ
り
大
切
な
こ
と
で
し
た
。」と
あ
る
。
つ
ま
り
、
昔
の
人
々
に

と
っ
て
、
米
作
り
が
何
よ
り
大
切
だ
っ
た
か
ら
、
作
物も

つ

を
ゆ
た
か

に
実み

の

ら
せ
て
く
れ
る
神か

み

に
、
い
の
っ
た
の
で
あ
る
。

（
５
）
本
文
に
、「
太
陽
の
通
り
道
は
、
毎
日
少
し
ず
つ
か
わ
っ
て
い
っ

て
、
一
年
た
つ
と
、
元
の
い
ち
に
も
ど
り
ま
す
。
春
、
夏
、
秋
、

冬
と
き
せ
つ
が
か
わ
る
の
は
、
こ
の
た
め
な
の
で
す
。」と
あ
る
。

「
こ
の
」は
、「
太
陽
の
通
り
道
は
〜
も
ど
り
ま
す
。」の
文
を
指さ

し

て
い
る
。

は
つ
日
の
出

（
３
）

（
５
）

太

陽

の

通

り

道

が
、

毎

日

少

し

ず

つ

か
わ
っ
て
い
る
か
ら
。

（
４
）

昔
の
日
本
人
に
と
っ
て
、

米

作

り

は
、

何

よ

り

大

切

な

こ

と

だ
っ
た
か
ら
。

（
２
）

太
陽
の

い

ち

ば

ん

上

が

、

地

平

線

か
ら
見
え
た
し
ゅ
ん
間
。

（
１
）

二
分
三
十
秒

く
ら
い
か
か
る
。



しながわ・目黒こどもスクール

文章問題３／そう合問題８ ステップ　2/2国語 解答

﹇
か
い
せ
つ
﹈

（
１
）
地
球き

ゅ
う

が
、
ど
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
か
が
、
書
い
て
あ
る
文

を
さ
が
す
。「
答
え
の
文
」と
あ
る
の
で
、
最さ

い

後
の「
。」ま
で
を
ぬ

き
出
す
こ
と
。

（
２
）
本
文
に
、「
実じ

つ

は
、
地
球
を
ぐ
る
っ
と
ひ
と
ま
わ
り
す
る
と
、

そ
の
長
さ
は
、
お
よ
そ
四
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。」と

あ
る
。

（
３
）Ａ
と
Ｂ
に
つ
い
て
は
、終お

わ
り
の
二
段だ

ん

落ら
く

に
書
い
て
あ
る
。「
四
万

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」は
、
地
球
の
ひ
と
ま
わ
り
の
お
よ
そ
の
長
さ
。

（
１
）

地
球
は
、
丸
い
形
を
し
て
い
ま
す

（
２
）
　
　
　
　
四
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

お
よ
そ

Ａ

㋑ ㋐

お
よ
そ　

四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

千

Ｂ

㋑ ㋐

お
よ
そ　

四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

百

（
３
）



しながわ・目黒こどもスクール

文章問題３／そう合問題８ リトライ　1/2国語 解答

﹇
か
い
せ
つ
﹈

（
１
）
か
か
る
時
間
を
聞
か
れ
て
い
る
の
で
、
具ぐ

体
的て

き

な
時
間
が
書
い

て
あ
る
部ぶ

分
を
さ
が
す
。

（
２
）
第
一
段だ

ん

落ら
く

と
第
二
段
落
に
、
太
陽よ

う

が
、
地
面め

ん

の
上
に
す
が
た
を

あ
ら
わ
す
様よ

う

子す

が
書
い
て
あ
る
。
ま
た
、
第
二
段
落
の
終お

わ
り
に
、

太
陽
全ぜ

ん

体
を
見
た
と
き
の
、
筆ひ

っ

者
の
思
い
が
書
い
て
あ
る
。

（
３
）
本
文
に
、「
一
年
の
中
で
、『
日
の
出
』が
い
ち
ば
ん
注ち

ゅ
う

目
さ
れ

る
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
は
つ
日
の
出
で
す
。」と
あ
る
。

（
４
）
―
①
線
部
の
後
の
文
が
、「
こ
れ
に
は
」
と
い
う
言
葉ば

で
始は

じ

ま
っ
て
い
る
。「
こ
れ
」
は
、
―
①
線
部
を
指さ

し
て
い
る
の
で
、

「
こ
れ
に
は
」に
つ
づ
く
部
分
に
、
理
由ゆ

う

が
書
い
て
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

（
５
）
―
②
線
部
の
、
次
の
段
落
に
注
目
す
る
。
こ
の
段
落
は
、

　
　

太
陽
の
通
り
道
が
、
毎
日
少
し
ず
つ
か
わ
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　

←

　
　

春
、
夏
、
秋
、
冬
と
き
せ
つ
が
か
わ
る
。

と
い
う
文
章し

ょ
う

の
組
み
立
て
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て

ア

（
２
）

は
つ
日
の
出

（
３
）

（
４
）

昔
か
ら
の

習

か

ん

が
、

の

こ

っ

て

い

る

か
ら
。

（
５
）

き

せ

つ

が

か

わ

る

と

い
う
こ
と
。

（
１
）

二
分
三
十
秒

く
ら
い
か
か
る
。



しながわ・目黒こどもスクール

文章問題３／そう合問題８ リトライ　2/2国語 解答

﹇
か
い
せ
つ
﹈

（
１
）
地
球き

ゅ
う

が
、
ど
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
か
が
、
書
い
て
あ
る
文

を
さ
が
す
。

（
２
）
本
文
に
、「
た
と
え
ば
、『
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

の
ヒ
グ
マ
は
、
体
長
が
二
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
だ
。』と
言
わ
れ
れ
ば
、
自
分
の
身し

ん

長
と
く
ら
べ
ら
れ

る
の
で
、
ヒ
グ
マ
の
大
き
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。」と
あ
る
。

（
３
）
Ａ
と
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
終お

わ
り
の
二
段だ

ん

落ら
く

に
書
い
て
あ
る
。
Ａ

と
Ｂ
の
、
き
ょ
り
の
ち
が
い
が
手
が
か
り
に
な
る
。
ま
た
、「
四
万

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」は
、
地
球
の
ひ
と
ま
わ
り
の
お
よ
そ
の
長
さ
。

（
１
）

丸
い
形

（
２
）

自
分
の
身
長　

Ａ

㋑ ㋐

マ
ラ
ソ
ン

千

Ｂ

㋑ ㋐

東
京

百

（
３
）



しながわ・目黒こどもスクール

文章問題３／そう合問題８ チェック国語 解答

﹇
か
い
せ
つ
﹈

（
１
）
本
文
に
、「
地
球き

ゅ
う

は
水
の
星
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。」と
あ
る
。

（
２
）
―
②
線
部ぶ

の
前
の
、「
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
」と
い
う
言
葉ば

に

着ち
ゃ
く

目
す
る
。「
こ
の
こ
と
」に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
住す

め
る
場

所し
ょ

が
、
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
こ
の
こ
と
」は
、
直
前
の「『
わ
た
し
た
ち
は
、
海
や
陸り

く

と
い
っ

た
地
球
の
自
然ぜ

ん

を
、
自
分
た
ち
が
思
う
よ
う
に
、
利り

用
す
る
よ
う

に
な
』っ
た
こ
と
」を
指さ

す
。

（
３
）
本
文
に
、「
た
と
え
ば
、
海
は
、
人
間
が
使つ

か

っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
ゴ
ミ
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。」と
あ
る
。

（
４
）
本
文
に
、「
こ
れ
に
よ
っ
て
、動ど

う

物ぶ
つ

た
ち
が
す
む
場
所
を
う
し
な
っ

た
り
、
気
候こ

う

が
か
わ
っ
た
り
す
る
の
で
す
。」と
あ
る
。

「
こ
れ
」と
は
、「『
森
林
を
切
り
た
お
』す
こ
と
」で
あ
る
。

（
５
）
終お

わ
り
の
二
つ
の
段だ

ん

落ら
く

に
着
目
す
る
。
何
か
を
た
と
え
る
と
き

に
使
う
、「
〜
よ
う
だ（
な
）」「
〜
み
た
い
だ（
な
）」と
い
う
言
葉

が
手
が
か
り
に
な
る
。

動
物
た
ち

㋐

す
む
場
所

㋑

気
候

㋒

（
４
）

（
１
）

水

の

星

（
５
）

自

分

の

家

（
３
）

人

間

が
使
っ
た

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

ゴ

ミ

（
２
）

わ
た
し
た
ち
が
、
地
球
の
自
然
を
、

自

分

た

ち

が

思
う
よ
う
に
、

利

用

す

る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。



しながわ・目黒こどもスクール

文章問題３／そう合問題８ リチェック国語 解答

﹇
か
い
せ
つ
﹈

（
１
）
本
文
に
、「
地
球き

ゅ
う

の
表ひ

ょ
う

面め
ん

に
は
、
海
と
陸り

く

が
あ
り
、
全ぜ

ん

体
の
広

さ
を
十
と
す
る
と
、
海
が
七
、
陸
が
三
で
す
」と
あ
る
。

（
２
）
―
①
線
部ぶ

を
ふ
く
む
段だ

ん

落ら
く

か
ら
読
み
取と

る
。

　
　

海
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
い
つ
ま
で
も
海
に
の
こ
っ
て

し
ま
う
。

　
　
　
　
　
　
　

←

　
（
だ
か
ら
、）
世せ

界か
い

的て
き

な
問も

ん

題だ
い

に
な
っ
て
い
る
。

と
い
う
、
文
章し

ょ
う

の
組
み
立
て
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
３
）
―
②
線
部
の
直
前
の
、「
〜
と
い
う
理
由ゆ

う

で
」と
い
う
言
葉ば

が

手
が
か
り
に
な
る
。

（
４
）
―
③
線
部
の
直
後
の
部
分
か
ら
読
み
取
る
。

（
５
）
終お

わ
り
の
二
つ
の
段
落
に
着ち

ゃ
く

目
す
る
。
何
か
を
た
と
え
る
と
き

に
使つ

か

う
、「
〜
よ
う
だ（
な
）」「
〜
み
た
い
だ（
な
）」と
い
う
言
葉

が
手
が
か
り
に
な
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ゴ
ミ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ゴ
ミ

（
１
）

七

㋐

三

㋑

家

㋐

便
利
な
生
活

㋑

（
３
）

（
２
）

人
間
が
使
っ
た

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

ゴ

ミ

が
、
い
つ
ま
で
も
海
に

の

こ

っ

て

し

ま

う

か
ら
。

や

が

て

地

球

か

ら

、

わ
た
し
た
ち
の

住

め

る

場

所

が
な
く
な
る
。

（
４
）

（
５
）

自

分

の

家


